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2023年3月期 中間決算説明資料
フクシマガリレイ株式会社
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いつでもどこでも
食の安全・安心を
私たちは｢食」に関わるビジネスに携わるものとして、
安全・安心な食の提供を何よりも優先し、
すべての人の豊かな食生活の実現に貢献していく。
これまで培ってきた「安全・安心技術」を、
日本はもとより世界へ広くお届けしていく。
｢食」を通じて社会を明るく元気にすることが
私たちの使命である。（食の安全・安心）
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フクシマガリレイ株式会社

FUKUSHIMA GALILEI CO.LTD.

設立:1951（昭和26）年12月8日

本社:大阪府大阪市西淀川区竹島2-6-18

代表者：代表取締役 社長執行役員 福島 豪

資本金:27億6千万円

従業員:2218名（2022年3月末現在）準社員込

連結売上高 :960億7千3百万円 (2022年3月期)

連結経常利益 : 112億6千5百万円 (2022年3月期）

上場：東証プライム市場

会社概要
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フクシマガリレイのネットワーク

北海道(札幌)支店
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福山営業所

宮古島営業所
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フクシマガリレイのネットワーク
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事業の概要

冷凍冷蔵
ショーケース販売

大型食品
加工機械販売

医療・理化学
製品販売

サービス販売

冷凍冷蔵庫販売

小型パネル
冷蔵設備販売

大型パネル
冷蔵設備販売

環境・安全・安心をテーマに
「幸せ創造企業」を目指します
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単位：億円

事業の概要

0
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124

58

６
28

63

32

売上高：2023.3中間実績
増減率：前年同期比

冷凍冷蔵
ショーケース

販売

冷凍冷蔵庫
販売

医療・理化
学製品販売

大型食品
加工機械
販売

大型パネル
冷蔵設備
販売

小型パネル
冷蔵設備
販売

サービス
販売

・オープン
ショーケース

・リーチイン
ショーケース

・RO水機器

・ショーケース
設備工事

・汎用業務用
冷凍冷蔵庫

・製氷機

・玄米保冷庫

・ブラストチラー

・厨房設備工事

・薬用保冷庫

・低温イン
キュベーター

・メディカル
フリーザー

・超低温フリー
ザー

・トンネル
フリーザー

・食品工場の
自動化設備

・大型パネル
設備工事

・大型プレハブ
パネル

・小型パネル
設備工事

・小型プレハブ
パネル

・冷凍冷蔵庫、
冷凍冷蔵
ショーケース、
トンネル
フリーザーの
メンテナンス

170

97% 116% 101%47% 92%119%104%
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2019.3中間 2020.3中間 2021.3中間 2022.3中間 2023.3中間

売上高 営業利益 経常利益

売上高（百万円） 営業利益（百万円）

業績推移（連結）

事業の概要

営業利益率

経常利益率 11.7% 10.9% 9.0% 13.2% 11.5%

10.9% 10.5% 8.8% 12.1% 9.3%
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2023年3月期中間決算のポイント

売上高
・冷凍冷蔵庫事業は、外食産業のテイクアウト需要が継続し、
ブラストチラーや冷凍冷蔵ロッカーなど、高付加価値製品の売上増

・大型食品加工機械は、大手食品メーカーを中心に設備投資が継続
・大型冷蔵パネルは、食品工場や物流拠点への設備投資が活発
・冷凍冷蔵ショーケース事業は、コンビニエンスストア向けの
自然冷媒を採用したショーケースが引き続き好調だが、
ドラッグストア向けの販売は減少

・小型冷蔵パネルは、スーパーマーケット改装需要に伴った受注が減少
・医療理化学は、コロナ特需の剥落、再生医療関連案件減により減少

利益
・原材料の高騰による営業利益圧迫が継続するも、
少しずつ値上げが浸透していることで回復基調
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単位：百万円

連結損益計算書サマリー

2023年3月期中間業績概要

2021年
3月期中間

2022年
3月期中間

2023年
3月期中間 前々年比 前年比

売上高 37,865 47,028 48,469 128.0% 103.1%

売上原価 27,920 34,256 36,273 129.9% 105.9%

売上総利益 9,944 12,772 12,196 122.6% 95.5%

販売費及び
一般管理費

6,612 7,086 7,693 116.3% 108.6%

営業利益 3,332 5,686 4,503 116.3% 79.2%

経常利益 3,416 6,216 5,573 135.1% 99.7%

親会社株主に帰
属する

当期純利益
2,227 4,348 3,884 174.4% 89.3%
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（億円）

売上高

2023年3月期業績概要（四半期比較）
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利益率
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2020.3中間 2021.3中間 2022.3中間 2023.3中間

170

冷凍冷蔵ショーケース販売 売上減の要因

・コンビニエンスストア向けの自然冷媒を採用した
ショーケース販売は引き続き堅調

冷凍冷蔵ショーケース販売売上高推移

(億円）

175
153

126

83% 139% 97%

・ドラッグストア向けの販売が減少
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2020.3中間 2021.3中間 2022.3中間 2023.3中間

120 124

冷凍冷蔵庫販売売上高推移

冷凍冷蔵庫販売 売上増の要因

・汎用冷凍冷蔵庫も飲食店及び宿泊施設向けの販売が増加

(億円）

91
107

76% 117% 116%

・店舗での食品加工やテイクアウト需要が継続しており、
ブラストチラーや冷凍冷蔵ロッカーなどの高付加価値製品の
売上が増加
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0
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15

2020.3中間 2021.3中間 2022.3中間 2023.3中間

6 6

医療・理化学製品販売売上高推移

医療・理化学製品販売 売上減の要因

・病院・クリニック向けの販売が、
前年度の新型コロナウイルス感染症の関連需要の剥落により減少

(億円）

9

13

143% 144% 47%

・再生医療等の研究施設向けの販売も減少
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大型食品加工機械販売売上高推移

0

20

40

2020.3中間 2021.3中間 2022.3中間 2023.3中間

22

32

25

大型食品加工機械販売 売上増の要因

(億円）

31

114% 123% 104%

トンネルフリーザー
・引き続き大手食品メーカーを中心に設備投資が継続し売上増加

ラインシステム・コンベヤ
・冷凍弁当や麺ラインなどの大型案件が増加
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53

63
52 55

大型パネル冷蔵設備販売売上高推移

大型パネル冷蔵設備販売 売上増の要因

・プロセスセンターや食品工場など、EC拡大を背景にした
物流拠点への設備投資が活発

(億円）

105% 96% 119%
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31 28

小型パネル冷蔵設備販売売上高推移

小型パネル冷蔵設備販売 売上増の要因

(億円）

27
24

・スーパーマーケットにおいて
店舗の改装需要に伴った受注が減少

88% 130% 92%
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サービス販売売上高推移

0
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2020.3中間 2021.3中間 2022.3中間 2023.3中間

47

58
46

サービス販売 売上増の要因

・スーパーマーケットやコンビニ、ドラッグストア向けのメンテナンス、
保守契約ともに増加

(億円）

・業務用冷凍冷蔵庫のメンテナンスの需要回復

57

98% 125% 101%

・トンネルフリーザーのメンテナンスが減少
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（億円）

3

単純合算による売上推移

海外事業売上高推移
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部門別 人員推移表（単体）

546 571 575
590
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営業 技術・サービス 製造部門 管理部門
技術・サービス
62名増
(2020.3中間比)

(人)
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SUSTAINABLE
DIGITAL
GLOBAL

SDG人

人材

重点課題
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私たちが目指すサスティナビリティは、生産からテーブルに並ぶまで

温室効果ガスの排出を実質ゼロにすること。

食といのちの未来のために、何があっても挑戦し続けます。

それが必ず、誰もがワクワクする未来を拓くと信じているからです。

〜誰もがワクワクする未来を拓く、ガリレイグループ〜

ガリレイグループ サスティナブルビジョン

サスティナビリティの取り組み
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持続可能な地球環境を次世代に引き渡すことを目的に、

2050年までの「カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現」に向け、

「環境ビジョン2050」を掲げます。

グループ全体で
温室効果ガスからの脱却を

冷媒をはじめ、
クールな技術で地球温暖化をゼロに

環境と真剣に向き合うお客さまから
選ばれる存在に

2

1

3

環境ビジョン2050

サスティナビリティの取り組み
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渡辺裕介

環境性能の高い

製品を開発・提供

3. 

CO2排出量削減4. 

グリーン冷媒

への転換

1. 

冷媒ガス

漏洩防止

2. 

環境アクション2030

ガリレイグループが目指す4つの「環境アクション2030」

サスティナビリティの取り組み
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Ｓ：サスティナビリティの取り組み
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冷凍機内蔵型製品
GWP
2,008

0
20
40
60
80
100

2020年 2021年 2025年

フロン冷媒 低GWP冷媒

ノンフロン冷媒

GWP
1,9０8

目標：GWP
500以下

モデルチェンジにより
低GWP冷媒機種へ

切替進む

Ｓ：サスティナビリティの取り組み
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30

冷凍機別置型製品及び工事

0
20
40
60
80
100

2020年 2021年 2025年

フロン冷媒 低GWP冷媒

ノンフロン冷媒

GWP
1,721

目標：GWP
1,500以下

Ｓ：サスティナビリティの取り組み

低GWP冷媒冷凍機、
CO2冷凍機案件増加

GWP
1,843
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31

NOBRAC ノブラック

CARBON（カーボン）の逆読み
CO２増加の流れを逆転させる

FOOMA JAPAN 2022
会場にて正式にリリース発表

Ｓ：サスティナビリティの取り組み
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Ｓ：サスティナビリティの取り組み
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33

Ｓ：サスティナビリティの取り組み

2021年10月1日～2022年9月30日

冷媒漏洩件数

（件）

冷媒漏洩量

（㎏）

CO2換算

排出量

(t-CO2)

発生率

（％）

岡山製品 1,520 440 1,372 0.18

滋賀製品 504 4,413 13,557 0.14

（別置型） 287 4,197 12,857 0.11

（内蔵型） 217 216 700 0.23

クーリングコイル 175 1,323 3,466 0.39

冷凍機（ACT) 25 90 256 0.16

冷凍機（日立・三菱） 343 6,387 17,715 0.75

工事関係 357 7,130 19,845 0.10

トンネルフリーザー 20 1,537 3,672 1.35

合計 2,944 21,319 59,884 0.23

製造及び施工後10年以内のガスリーク発生状況（有償・無償合計）

３項目合計
≒別置型ショーケース・プレハブ工事

全体の84％以上を占めている
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Ｓ：サスティナビリティの取り組み
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Ｓ：サスティナビリティの取り組み

環境に配慮した製品への移行として
一定速機種を2023年3月末日で生産終了
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Ｓ：サスティナビリティの取り組み
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会社名 2013年度 2020年度 2021年度 2030年度目標値

岡山工場 3,823.0 1,814.0 1,791.0 464.0 

滋賀水口工場 2,975.2 1,850.0 1,862.0 1,451.9

フクシマ各営業所 3,470.0 4,921.0 4,916.0 2,543.0 

GPC 1,862.5 1,246.6 1,349.0 1,006.1

タカハシ 394.5 107.1 133.8 100.0

ショウケン 60.1 61.8 107.9 100.0

タイ工場 37.8 37.8 181.0 1,070.0

北京工場 845.7 247.7 － －

合計 13,468.6 10,286.0 10,340.8 6,734.0

2013年度比 23.7%減 23.2%減 50.0%減

ガリレイグループCO2排出量
（t-CO2）

Ｓ：サスティナビリティの取り組み
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38

基幹システム刷新 SAPプロジェクト

■30年ぶりとなる基幹システムの刷新

守りのDXとして要となるERP（総合データ基盤）とし

て、グローバルNo.1のシェアを持つSAPを導入。

今期11月よりリリース開始！

全ての業務システムの情報がSAPに集約され、

部分最適から全体最適を進め、一気通貫のデータ

基盤を構築。

D：デジタルの取り組み
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ZCC ゼロコールカンパニー

止めない ゼロコール

D：デジタルの取り組み
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40

D：デジタルの取り組み

ECサイトの立ち上げ サイトイメージ（参考）

■読み：アスフード
食のゆたかさの未来を拓く思いを込めた名称

■ＳＤＧｓ特化型レンタル

・途中解約機器をこども食堂等へ寄贈
・レンタル料の一部を寄付
・持続可能な消費形態（フルメンテ付き）
・省エネルギー機器を重点的にラインナップ
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41

グローバル化への挑戦

ローカル化

タイ工場製品ラインナップ拡充・拡販

現地社員の育成、幹部候補化

設備投資強化

グローバル調達 供給網の拡大

G：グローバルの取り組み
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2022年5月

ガリレイアカデミー開校
・1.5カ月間の教育プログラム
・若年層の早期活躍支援

教育体制の充実により
技術・ブランド・採用力強化

人：人材を育成し、挑戦できる風土を作っていく

現在3期生までで
計31人卒業！

各部署で活躍中！
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2025年 大阪・関西万博 協賛決定！

開催期間
2025年4月13日
～10月13日

メインテーマ：いのち輝く未来社会のデザイン

コンセプト
People’s Living Lab
（未来社会の実験場）

想定来場者数
約2,820万人

開催場所
大阪 夢洲(ゆめしま)

大阪・関西万博プロジェクト
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大阪・関西万博 メインテーマ
いのち輝く未来社会のデザイン

テーマ事業名称
いのちの輝きプロジェクト

プロデューサー 小山薫堂 様

いのちをつむぐ EARTH MART Sustainable Dining ＆ Groceries

フクシマガリレイのPurpose

食といのちの未来を拓く

大阪・関西万博プロジェクト
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大阪・関西万博プロジェクト

コンセプト
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大阪・関西万博プロジェクト

コンセプト



Page 47

当資料に記載されている当社の計画、見通し、戦略などのうち、
歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しです。こ
れらは、掲載時点で入手可能な情報から得られた当社経営陣の
判断に基づいています。
実際の業績はリスクや不確定要素の変動および経済情勢等の変
化により、 見通しと大きく異なる可能性があることをご承知
おきください。

フクシマガリレイ株式会社 総務部経営企画課

TEL ： 06-6477-2011

お問い合わせ先


